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OV如0鵬in　（志賀毒素　Shigab血）

EHECはVTlとVT2の2種類の毒素を産生する。

VTlは赤痢菌の志賀毒素と同一である。

VT2はVTlとアミノ酸で55％の相同性があるか＿＿＿

VTlはA－B型毒素でAサブユニット1喧鯉一三

膵菅錘棒大痴愚
押鉢／年．

岬堅遂漣凍れ轟珪

イやIL卜略服コとタ＼・

Bサブユニット　5個　から構成されている。

Bサブユニットが標的細胞上のレセプター糖脂質跡地0仕iosylceramide；Gb3に結合する。

Gb3は腸上皮にはなく、脳、腎に多く発現している。

○毒素原性大腸菌　e雨emtoxigenieR．∞li；RTEC　潜伏期8－44時間

いわゆる旅行者下痢症打那花ller，sda血aの主な原因。車埼宵薄．

ETECの下痢症の発症には、1．定着因子　線毛
ニュー一一千q†ン

ホ杏仁モ咋シン（与）

ソl

軽舟
2．enteroto血　　　　の2つが必須であることが分ってきた。

〔乗りとぎ汁　〕様の下痢で〔30〕時間以内の持続。コレラほど重症化しない。

易熱性寺素　heat－labile七両erotoxin；u

Aサブユニットと5個のBサブユニットから構成されており、コレラ毒素と80％（アミノ酸）

の相同性を持っ。

耐熱性毒素　heaトStableenterotox輌ST

STI（アミノ酸19個）とSTⅡ（アミノ酸48個）があり、細胞上のグアニレートサイクレース

に結合して、活性化させる。

○腸管侵入性大腸菌　enterOimva農ke乱coli；E旺C潜伏期8－24時間

臨床的には〔舟束）と区別できない症状を起こす。脚′り碗・

腹痛、発熱、〔塵血〕便、しぶり腹を伴う。

0腸管病原性大腸菌　t如帥甲血0酢nieE．仁01i沌PEC潜伏期17－72時間

「疫学的に病原性が強く疑われる大腸菌で、特定の血清型を有し、毒素を産生せず侵入性も示さ

ない大腸菌j g。ようけ碍序で大晴抜出平つ棋　Pもlなのイラスト

attachingande飽cingadherence：bundle－formingpiliにより腸上皮細胞に付着、tyPeⅢsecretion

systemによりエフェクター分子を上皮に注入して微絨毛を消失さ

〔乳え机宅）の〔2〕週間以上にわたる持続性下軌

0腸管凝集付着性大勝菌　蝕t併0喝gn等如如E．00li；EA轄EC潜伏期7－22時間

E‡唱C様の症状を呈する。

ETECとは異なる耐熱性エンテロトキシンEASTlを産生する。
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